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午後の音楽 café（８月３０日開催）評価会議 
 

日 時：平成２８年９月２日（金）１４:００～ 

参加者：熊谷会長、渡辺さん、今野さん、二科さん 

水澤、鈴木、阿部、猪俣、北川（記録） 

 

※ 台風１０号接近のため、アンケート調査は省略しました。 

１．台風１０号接近に伴う開催について（１～８までは報告：北川） 

  ・観測史上初の太平洋側からの上陸する台風として注意が呼びかけられていましたが、前日

までに数件の問い合わせと報告が寄せられていたことと、申込み制ではないカフェの性質

上、来客への中止を周知できない実情により、開催を判断しました。 

  ・来客とスタッフの安全対策として、今後の開催を中止する際の判断基準について主催者全

体として確認をしておきたいです。 

  ⇒実際には６名であったが、わざわざ来た人もいたので開催してよかった。そして、最終的

にはリベラ荘やフェリコ館、ショートステイのお年寄りが多数参加してくれ、いつもは人

数の兼ね合いで積極的に誘えない状況もあったため、来ていただける機会となったことは

とても良かった。本物の音楽は認知症の方々にとっても感動を与えることができるのだと

改めて実感でき、嬉しかった。（渡辺さん） 

  ⇒今回は事前に中止となることを検討していなかったので開催となったが、今後は、ＴＶの

テロップに注意を呼び掛けられるような天候の際には中止することも視野に入れておいた

方がいいかもしれない。小学校や中学校が休みになるような状況の時など。 

   （熊谷会長） 

  ⇒電話での申し込み制でない以上、中止してもやむを得なく来てしまった人には「申し訳あ

りません」と丁重に詫びて、お茶でもお出しすればいいのでは？申し込みでないからには

来る人にも「もしかして中止かも、それでも行ってみよう」となっているはずなので、そ

んな対応で大丈夫だと思う。あとは門の入口に「本日は中止です」と先に掲示しておくこ

ともできるはず。（渡辺さん） 

  ⇒「午後の音楽 café」として、今後はＴＶにテロップが出るような悪天候の際には、上記の

ような対策をスタッフ間で協議して、中止することも予測しておくこととなった。 

 

２．カフェ参加者全体数：５１名 

○一般来客６名 

〇リベラ荘の方-１０名、フェリコ館の方-９名、ショートステイの方-３名 

○地域スタッフの方９名（吉成学区社会福祉協議会：２名、ボラ・ネット杜の丘：７名） 

○職員１４名（杜：６名、包括５名、里：２名、丘：１名） 

 

３．飲み物：５７杯 

 ○初回オーダー（３４杯） 

  ・コーヒー（２９杯）、緑茶（１杯）、ほうじ茶（２杯）、麦茶（１杯）、白湯（１杯） 

 ○おかわりオーダー（２３杯） 

  ・コーヒー（２２杯）、緑茶（１杯） 

 

４．お菓子：１４個販売（７５個発注） 

 ○プレーン、抹茶、アーモンドココア、レモンクリームチーズ、ロアミスの５種類。 

 〇スケジュール上、菓子の納品が８月２４日であったため、台風の影響を考慮した数量調整は

できませんでした。 

 〇お客さまによる購入は少なく、終了後に吉成学区社協様に購入していただきました。 

 〇リベラ荘の方を案内することと、お菓子や飲み物の提供にはこちら側の検討が必要。 

 

５．駐車場誘導係・玄関案内 

○外担当 

・台風のため外担当を中止。玄関対応が外も見ながら待機した。 
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○玄関対応（髙橋、南城） 

・来客は車にて、玄関まで横付けで到着していた。 

 

６．アンケート結果  

・アンケート回収は２枚。下記の内容。 

・初めて参加したフェリコ館の方。「職員に誘われて初めて参加したが、とても素晴らしい音

楽で、いつでも聞きたいと思った。講話もとても良かった。また参加したい。」との感想。 

・知人の誘いで参加した方は、「音楽はとても良かった。講話はためになり、聞くことができ

て良かった。カフェ自体も大変良かった。」との感想。 

 

７．演奏について 

  【８月の演奏者】 

  ・関本さん、伏見さんの交通手段として仙山線の運行が定かでなかったため、前日の時点で

地下鉄北仙台駅まで送迎することとなっていた。 

  ・宮城学院女子大学音楽リエゾンセンターからの紹介のため、カフェ終了後にチラシとプロ

グラム、演奏中の写真を３枚提出している。 

  ・宮城学院大学は今年で創立１３０周年を迎えたため、１１月２６日（土）に 

「宮城学院大学創立１３０周年記念～詩画と音楽でつづる星野富弘の世界～」開催。 

関本愛さんはそこでの演奏員に加わっているため、リエゾンセンターより「ぜひお越し下

さい」と案内をいただいた。 

  ・今回のつながりで、２月の演奏を依頼中。 

 

【９月以降の演奏者】※別添スケジュール参照。１２月、１月、２月は現在交渉中です。 

  〇９月１５日（木）スペシャルコンサート 

千葉展子さん（フルート）-武蔵野音楽大学卒、ヤマハ音楽教室講師 

佐々木麻里奈さん（ピアノ）-国立音楽大学卒、ヤマハミュージックリテイリング個人講師 

 

〇１０月１８日（火） 

田原靖彦さん（マンドリン）-カンツォーネ集をお披露目予定 

 

〇１１月１７日（木）初登場、３月１６日（木）２回目の演奏 

 吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）-チューリッヒ国立音楽大学にて国家演奏家資格を

取得、スイスにて演奏活動を行う。現在、泉音楽院講師。 

   ※ピアノ演奏者も決まっていますが、名前などの確認はこれからです。 

 

８．講師について 

 【１０月の講師】 

  ・宮城県消費者生活センターによる出張講座。講師名は調整中です。 

 【１１月以降の講師】 

  〇１１月１７日（木） 

杜の劇団による、ものわすれにまつわる寸劇を密かに検討中です。 

 

〇２月２１日（火） 

 矢吹知之先生（認知症介護研究・研修仙台センター／主任研修研究員） 

 

〇東北福祉大学の石附敬先生に依頼予定。８月にせんだんの里「まちの音楽カフェ」で講話

をしています。その際は「介護が必要になっても家で暮らし続けるために必要なこと」と

いう表題でした。 

 

９．喫茶担当（ボラ・ネット杜の丘：今野さん） 

  ・台風を見込んで豆をいつもの半分量しか挽いてこなかった。思いがけずお年寄りたちが参

加されたので、急きょ杜のコーヒーを４袋いただいた。 

  ・皆さん案外コーヒーを好まれ、お茶はとても少なかった。 
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１０．テーブル担当（包括：阿部） 

  ・フェリコ館の方。「急に声を掛けられたのでお金を持って来なかった。お菓子の販売を知っ

ていたらお金を持ってきたのに…」との感想。 

  ・フェリコ館の方々、今後も参加できるのか？と質問あり。 

⇒否定する必要もないし、カレンダーに丸を付けて楽しみにされるくらいなら参観していた

だいてもいいのでは？（渡辺さん） 

 

１１．その他 

 ・９月の１周年「ものわすれの話」について 

 ・インタビュー形式で考えている。興味深い話題や認知症についてなど会場に聞いて回ろ

うかと思っている。（渡辺さん） 

 ・このカフェに来ていて、皆さんおいでになった方が講話の教育のお陰でどんなことを学

んでいるのか？認知症にスポットをあてて話す予定。 

  サムエル・ウルマンの「青春」の一説を紹介、「ボケない小唄」と「ボケます小唄」をみ

んなで合唱させて、私が審判をする。結局は“引き分け”というオチだがこれが意外と

盛り上がる。こんなボケ防止の話題をいくつかすると面白いと思っている。「青春」も「小

唄」も事前配布だと面白くないので、伏せておいて途中で配布できるといい。（熊谷会長） 

 ・自分は司会のような立場でいくつもり。３０分なので意外と時間が短い。熊谷会長の話

でほとんど終わりそうな…見込み。（阿部） 

 

○次回の評価会議日時 

   ・９月３０日（金）  １４:００～  せんだんの杜にて 

 

 【配布資料】 

  ○平成２８年度「午後の音楽 café」年間スケジュール 

  ○次回９月のチラシ（カラー版） 

  ○第１１回（７月２１日）ホームページ 

  〇宮城学院大学創立１３０周年記念コンサートのチラシ 
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午後の音楽 café（９月１５日開催）アンケート集計 
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午後の音楽 café（９月１５日開催）評価会議 
 

日 時：平成２８年９月３０日（金）１４:００～ 

参加者：熊谷会長、渡辺さん、今野さん、二科さん 

鈴木、阿部、北川（記録） 

 

１．カフェ参加者全体数：７８名 ※１～８までを北川報告 

○一般来客５１名 

〇見学者１名（ベネッセ） 

〇リベラ荘の方１名 

○地域スタッフの方１１名 

（吉成学区社会福祉協議会：４名、ボラ・ネット杜の丘：７名） 

○職員１１名（杜：６名、包括３名、丘：２名） 

〇実習生３名（東北福祉大学４年生） 

 

２．飲み物：１０５杯 

 ○初回オーダー（６０杯） 

   ・コーヒー（４０杯）、緑茶（９杯）、ほうじ茶（４杯）、麦茶（７杯） 

  ○おかわりオーダー（４５杯） 

   ・コーヒー（１８杯）、緑茶（１１杯）、ほうじ茶（１０杯）、麦茶（６杯） 

 

３．お菓子：６０個販売（７５個発注） 

  ○月見クッキー、カップケーキ（アーモンド、オレンジ、ラムレーズン、コーヒー、紅茶）

の５種類。中秋の名月に合わせて、また１周年を記念して、月にうさぎがいるお月見クッ

キーとお団子に見立てた丸いクッキーというかわいらしいものを作っていただきました。

好評でした。 

  〇残数が１５個⇒スタッフで買い取りました。 

 

４．駐車場誘導係・玄関案内  

○外担当（木村、松橋、実習生１名） 

・新規のお客様が多く、駐車場所を迷う車やせんだんの丘へ行ってしまったという車があり

ました。それでも対応には支障ありませんでした。 

・準備していた敷地内駐車場は他の来客・業者とも重なり、やや不足しましたが、リピータ

ーのお客様が自ら桜並木下へ駐車して下さることで解決しました。 

 

○玄関対応（髙橋、実習生２名） 

・玄関に来客が押し寄せる時間帯に新しいお客様がいらっしゃると、リベラ荘の下駄箱へ自

ら靴をしまってしまうことがありました。６名ほどいらっしゃり、下駄箱はそのままで数

のカウントを加えていました。 

・押し寄せる時間帯は３名でも不足する勢いがありますが、上記のような対応も含めて臨機

応変に進めます。 

 

５．アンケート結果 ※別紙参照 

・アンケート回収は２４枚。回収率４５.３％ 

・「演奏がすばらしかった」「いつもよりも講話が分かりやすかった」などとの意見が多かっ

たです。 

 

６．今後の演奏について ※別添スケジュール参照（年度内は全て決定！） 

  〇１１月１７日（木） 

   吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）＆ピアノ 

 ※吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）-チューリッヒ国立音楽大学にて国家演奏家資格

を取得、スイスにて演奏活動を行う。現在、泉音楽院講師。ピアノ演奏者も決まってい

ますが、名前などの確認はこれからです。 
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〇１２月２０日（火） 

都築紘子さん（ソプラノ）＆山形祐輔さん（ピアノ） 

※都築さんの紹介により山形さんが初登場となります。スイスに留学経験があり、第４６

回全東北ピアノコンクール第２位の経歴など活躍されているピアニストの方です。 

 

〇１月１９日（木） 

 山本直子さん（ジャズピアノ）＆ヴィオリンなど調整中 

 

〇２月２１日（火） 

 関本愛さん（メゾソプラノ）＆伏見姿さん（ピアノ） 

 ※先日の８月のカフェの様子が宮城学院女子大学音楽リエゾンセンターのホームページに

掲載されました。（配布資料） 

    

  〇３月１６日（木） 

   吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）＆ピアノ 

 

７．講師について ※別添スケジュール参照、残りは１月のみ未定です。 

  〇１０月１８日（火） 

   宮城県消費者生活センター：成田祥子さん（消費生活相談員） 

   ※同行者として他の相談員１名（こちらは見学です） 

    通常５０分程度の講義時間を短縮していただくため、事例数を減らして話をして下さい

ます。高齢者・認知症高齢者の被害状況、対策、地域での見守りの必要性、相談先など

の内容となります。 

 

  〇１１月１７日（木） 

杜の劇団による、ものわすれにまつわる寸劇。「夫婦編」 

※他の認知症の寸劇をしている劇団（向陽台、台原包括）へ取材していきます。 

 杜からは水澤、北川、そして阿部所長…どうでしょうか？ 

 シナリオ＆監督は中山の「つかだ整骨院」塚田満さんです！ 

 

〇１２月２０日（火） 

 石附敬先生（東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 講師） 

 ※１０月１３日大学にて内容を相談する予定になっています。 

 

〇２月２１日（火） 

 矢吹知之先生（認知症介護研究・研修仙台センター／主任研修研究員） 

 

  〇３月１６日（木） 

杜の劇団による、ものわすれにまつわる寸劇の第２弾。「カラオケ編」 

 

８．お知らせとお願い 

・１２月２０日（火）の「午後の音楽 café」の際に、仙台フィンランド健康福祉センターの

研究開発した『福祉用具の展示＆説明コーナー』を玄関に併設することを依頼されました。

長テーブル３台程度のスペースをいただき、シューズなどの福祉用具を展示します。先方

の職員が相談や説明の対応をします。 

・１２月のチラシを回覧板へお願いする際に、一緒にさせていただくことをお願いいたしま

す。「午後の音楽 café」のチラシにも展示の表記を小さく掲載します。 

  ⇒１２月の回覧板へ一緒に回すには、１１月半ば過ぎに必要部数を欲しい。その際に２７０

部―１３０部と１４０部の２つの封筒に分けて入れて準備してほしい。 

 

９．喫茶担当（ボラ・ネット杜の丘：今野さん） 

  ・コーヒーメーカーが故障したが保温ポットで対応できた。 

  ⇒後からメーカーに問い合わせたところ、スイッチの順番を間違えた後に続けて繰り返しス
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イッチを押してしまったため生じたものであったことが判明。リセット後、すぐに修復し

ています。 

  ・ボラ・ネットの中から出た意見。台風で中止にならずに開催したとのことについて、チラ

シの下の方に「天候に応じて中止になることもある…」というようなことを記載しておい

てもいいのでは？「ご不明な点はお問合せ下さい」とか。 

  ⇒今でも問い合わせ先は書いてあるのでこのままでもいいような…。それでも気になるよう

であれば、裏面の下に一言書いておいてもいいのかも…。臨機応変に。（渡辺さん） 

  ・１周年を自分たちも一緒に楽しむことができた。 

 

１０．テーブル担当（包括：阿部） 

  ・他区からの参加者より「市内在住なので、自分の地域でもこのようなカフェはやっていな

いのか？」との質問あり。周辺の情報を提供している。 

  ・吉成小学校のボランティアを募る話題が出た時に、「そういうの大事だよね」とお客さまよ

り意見があった。 

⇒現時点で１０名程度集まっている。今後の回覧版による更なる効果を期待したい。（阿部） 

  ・吉成市民センター館長のＰＲを聞いて「市民センターでも介護講座なんてやっているんだ

ね。知らなかった」との意見があった。市民センターにとっても活動周知の場となってい

た。 

  ・事前に情報のあった、若年性の認知症と思われる女性の方。とても感動されており、「毎回

来てもいいんですか？」と涙ぐみ、喜ばれていた。現時点では具体的な相談という流れに

はなっていないが、カフェが居場所となれるような関わりを続けていく。ちなみに座る場

所をご本人と一緒に考えた際に、演奏に近い席を自ら希望されたため、前回と同じ席へ案

内したところ、前回その席に座ったことを覚えておらず、逆にこちらが覚えていたことに

「え、どうして知っているのですか？」と驚かれていた。 

  ・少し離れた地区から夫婦で初参加の方もいた。「生演奏が聴けて良かった」と喜んでいた。 

  ・テーブルのなかで「回覧板やゴミ集積所の掃除を高齢だからパスね…と飛ばすけれど、そ

の後、その高齢者がどのように暮らしているか、かえって分からなくなってしまう。」との

意見が出ていた。 

  ・初参加で近隣の老人クラブの前会長が来てくれた。初回参加にも関わらず、お土産として

包装紙で作った箱やくす玉などの手作り品をたくさん持って来てくれた。男性であるがご

自分で作っておられるとのこと。 

  ・近隣から初参加の夫婦はほくとケアプランセンターのＣＭからの紹介とのこと。 

  ・ステージ側に対して背を向けなくてはいけない席にはテーブル担当や職員が座るようにし

た方がいいとの意見がスタッフより出た。席に着き始めの最初は入口から背を向けている

と入り辛さになってしまうため、最初は顔を見えるように座っていても、人が増えてきた

ら席を交換するなどして配慮するようにしていく。（テーブル担当より） 

 

１１．その他 

  ・フォンメールのパン屋さんからの話。「実は私、去年の９月１７日（木）が初めてフォンメ

ールに勤め始めた日で、その日にこちらへ連れて来られて担当となった。その日が認知症

カフェの最初の日であったのでよく覚えている。その時にフルートの生演奏を聴いて、こ

の席で、一人で感動していたのです。そして、この１周年の記念日もここでパンを売って

いて、私にとっても１周年を迎えていた。再びフルートとピアノの演奏を聴かせていただ

いて、感動もひとしおに一人で祝っていた。」との話を教えていただいた。カフェの外にも

「午後の音楽 café」を楽しみにしてくれている方がいたとの思いがけないエピソードであ

った。（北川） 

  ・１１月に仙台市の地域福祉セミナーがある。そこで自分がシンポジストとなって出ること

になっているが、１０分間の持ち時間をパワーポイントを使って『午後の音楽 café』の活

動紹介をさせてほしい。テーマは『地域での居場所づくり』のため。（阿部） 

⇒了承得る。「チラシができたら教えてほしい。行かなくちゃ！」と皆さんより。 

  ・他包括より聞いた話。ある団体の方が自分の認知症カフェを始めたらしい。そこでは自分

の経験談と『やっぱり自宅での介護がいい』というようなニュアンスの話が続くので、「こ

んな話が聞きたかったのではない」という意見が相次ぎ、１～２回と参加したら徐々に来
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なくなるという現象がみられている。専門的な話ではなく身近な話がいいのだということ。

「午後の音楽 café」の参加者はもう既に分かってきている。分かりやすい話は本当に難し

いよね。（渡辺さん） 

    

○次回の評価会議日時 

   ・１０月１９日（水）  １４:００～  せんだんの杜にて 

    ※水曜日はボラ・ネットの活動曜日のため外していたが、この日はないとのことで水曜

日に決定した。 

 

 【配布資料】 

  〇アンケート集計結果 

○平成２８年度「午後の音楽 café」年間スケジュール 

  ○次回１０月のチラシ（カラー版） 

  ○第１２回（８月３０日）ホームページ 

  〇宮城学院女子大学音楽リエゾンセンターホームページ 
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  ～せんだんの杜“午後の音楽 Café”～ 

マンドリン・ミニコンサートのご案内 
 
 
【演奏者（田原靖彦さん）プロフィール】 

仙台マンドリンクラブ代表・ソリスト、カワイミュージックスクール仙台講師 

父親の影響を受けて幼年期よりマンドリン音楽に親しむ。東北大学進学を機に仙台マンド

リンクラブに所属するとともに、数人の仲間と東北大学マンドリン楽部を設立。 

仙台マンドリンクラブの定期演奏会では、毎回、ピアノ伴奏によるソロステージを受け持ち、

マンドリン・ソロの幅広い可能性を追求している。 

最近では、自らのアレンジによるカラオケ伴奏と電気増幅したマンドリン音を用いた新しい

ワンマン・コンサートのスタイルを開発し、ロビーコンサート等で紹介している。今回のコンサ

ートもそのスタイルに則っており、演奏予定８曲中の６曲はニュー・レパートリーである。 

 
第 1 部：世界のセレナーデを集めて 

（１）夜の調べ（グノーのセレナーデ）--------シャルル・グノー（フランス） 

 ・心安らぐ優しい調べ 

（2）トスティのセレナータ----------------F. パオロ・トスティ（イタリア） 

 ・軽快なリズム感のイタリア歌曲 

（3）ムーンライト・セレナーデ-----------------グレン・ミラー（アメリカ） 

 ・ジャズのスタンダード・ナンバー（旋律の美しさに定評） 

（４）シューベルトのセレナーデ----フランツ・P. シューベルト（オーストリア） 

 ・セレナーデの定番（歌曲集「白鳥の歌」より第４曲） 

 

第２部：マンドリンのふるさとイタリア・カンツォーネの世界 

（１）マリア・マリ-------------------------エドゥアルド・ディ・カプア 

 ・日本でもルチアーノ・パバロッティの歌で広く知られているナポリ民謡 

（２）帰れソレントへ／オー・ソレ・ミオ------E. De クルティス／カプア 

 ・世界中で親しまれているナポリ民謡の定番２曲をメドレーで 

（３）ヴォラーレ----------------------------------ドメニコ・モドーニョ 

 ・“青空にのびやかに飛んでいく夢”を歌った '58 年サンレモ音楽祭優勝曲 

（４）コメ・プリマ---------------------ヴィンチェンツォ・ディ・パオラ 

 ・“出会った昔のように”という意味を込めた新しいスタイルのカンツォーネ 

 

（2016 年 10 月 18 日－せんだんの杜「リベラ荘」） 
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午後の音楽 café（１０月１８日開催）アンケート集計 
 

 
  



  - 61 -  

 



  - 62 -  

午後の音楽 café（１０月１８日開催）評価会議 
 

日 時：平成２８年１０月１９日（水）１４:００～１５:２０ 

参加者：熊谷会長、今野さん、二科さん 

阿部、猪俣、北川（記録） 

 

１．カフェ参加者全体数：９５名 ※１～７までを北川報告 

○一般来客５９名 

〇見学者３名（仙台市社会福祉協議会宮城支部、せんだんの丘、ベストライフ仙台） 

〇リベラ荘の方４名 

○地域スタッフの方１２名 

（吉成学区社会福祉協議会：４名、ボラ・ネット杜の丘：８名） 

○職員１５名（杜：８名、包括５名、丘：２名） 

〇区内中学校の職場体験２名 

 

２．飲み物：１３７杯 

 ○初回オーダー（７３杯） 

   ・コーヒー：５１杯、緑茶：５杯、ほうじ茶：１１杯、麦茶：６杯 

  ○おかわりオーダー（６４杯） 

   ・コーヒー：３０杯、緑茶：１５杯、ほうじ茶１３杯、麦茶：６杯 

 

３．お菓子：７０個販売（７５個発注） 

  ○終了間際までなかなか手を付けられていませんでしたが、終了後に購入される方もいらっ

しゃり、「買って帰るのが楽しみなのよ」との方も。本来のカフェとお菓子を楽しんで…と

はなっていないことから、お菓子の検討をする必要があるか？ 

  ⇒お菓子をその場で買って食べるのは各テーブルの雰囲気にもよるところ。なかなか難しい。

残数が残ってしまうことも、終了後にまとめて購入することもあるだろうが、今更“なし”

というのも雰囲気が良くない。 

   一方で、近隣の就労事業所にとってみたら貴重な住民への周知の場となっていることもあ

るため、残数は出るだろうが、当面継続していった方がいい。 

（熊谷さん、今野さん、二科さんより） 

  ⇒カップケーキはモソモソして食べにくい方が多い。それはやめて、どこもクッキーだけに

絞ってもいいのでは？ 

  ⇒個数に関しては１０テーブルあり少なくとも６名、多くて８名座ることとなるため、初め

から人数分のクッキーがないことも心無いことになるため、残数も見込みの上で現状個数

の準備となる。 

 

４．駐車場誘導係・玄関案内 

○外担当（松本、木村、藤本） 

・久しぶりの満車となった。 

・リベラ荘入居者の健診のために３台、駐車場拡大のための工事車両３台、電気系統の業者

車両数台が重なっていた。 

・マンドリン：田原さんのお弟子さんの参加も数台あった。 

・来客のバック駐車の際に、途中から急にハンドルを切り始めたことにより、危うく隣の車

に衝突する車があった。夫婦での参加で白い乗用車。今後注意必要。 

 ⇒「近隣の夫婦かも（心当たりあり）」と二科さんより。 

 

○玄関対応（髙橋、松橋、他杜の職員が交代で対応） 

・出足が早めであった。全体的に１３時から１３時１５分頃がピークとなっていた。 

・時間を間違えて１２時４０分頃にいらした方もいた。 

・靴を脱ぎながら、「ここのカフェはスタッフの気遣いがすばらしい」という内容の話を数名

の方からいただいた。→アンケートにも記述があった。 

・途中から参加された女性の方、玄関でリハビリシューズを脱ぎ捨て、素足、身だしなみも
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やや整っておらず、少し尿臭あった。話を伺うと自身もマンドリンを演奏するため、今日

のカフェには「マンドリンを聞きに来た」とのこと。 

・講話の後半くらいに、若い女性が入って来た。「何をやっているんですか？」とのことであ

ったが、会場に入るやすぐにトイレへ向かい、しばらくしてから相談・展示コーナーへそ

のまま入る。包括の齋藤が声を掛けるがハッキリと断られる。雰囲気が尋常でない様子が

見受けられたため、しばらく離れて見ていたが、若年性認知症のパンフレットを手に取る

とグスグス泣いている様子に。改めて齋藤が声を掛け、相談へ至る。若年性認知症と思わ

れる母親のことを一人で抱え込んでいるとのことであった。⇒相談へ。 

・ボランティア活動のための相談に来ていた方（女性）がカフェの様子に興味を持たれ、そ

のままテーブルへ参加となった。（実習相談係より） 

・営業に来ていたベストライフ仙台（有料老人ホーム）がカフェの様子に興味を持ち、しば

らく見学して行った。 

・区内の中学校より職場体験に来ていたフェリコ館配属の中学生２名もカフェへ興味を持ち、

途中から見学に入る。 

・途中から参加・見学が立てこみ、慌ただしい状況となってしまった。不特定の参加のため、

途中からの参加の際には入口で話を聞いたり、説明したりと人手を要す状況となる。カフ

ェが始まっても入口で待機して、対応する職員が必要。 

 

５．アンケート結果 ※別紙参照 

・アンケート回収は１４枚。回収率２１.２％ 

・「午後の音楽 café」ならではのおもてなしの心についての感想が寄せられていた。 

・たまたま講師の成田さんからも「認知症カフェを知っておきたくて、事前に『土曜の音楽

カフェ』へ参加してきたのです。そこでの雰囲気を見て、認知症カフェってこんなものな

んだなぁと考えていたら、こちらのカフェは全く雰囲気が違っていた。アットホームで参

加されている方々が皆さん笑顔で、楽しそうで、初めてなのに居心地が良かったです。」と

の感想をうかがった。 

 

６．今後の演奏について ※別添スケジュール参照 

  〇１１月１７日（木） 

   吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）＆福村麻矢さん（ピアノ） 

 ※吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）-チューリッヒ国立音楽大学にて国家演奏家資格

を取得、スイスにて演奏活動を行う。現在、泉音楽院講師（院長）。 

 ※福村麻矢さん（ピアノ）-ウィーン市立音楽院卒業。アメリカのベイラー大学よりアシス

タントフェローシップを受け同大学院に学び、修士課程卒業。日本・国際コンクール受

賞経験多数。「真摯で堅実な演奏」と評されている国際派ピアニスト。 

 

〇１２月２０日（火） 

都築紘子さん（ソプラノ）＆山形祐輔さん（ピアノ） 

※山形祐輔さん（ピアノ）-スイスチューリッヒ大学にて留学経験あり。第４６回  全東

北ピアノコンクール第２位、第１９回大仙市大曲新人音楽国際コンクール 奨励賞など

の経歴。フリーのピアニストとして合唱・室内楽を中心に活動されています。 

 

〇１月１９日（木） 

 山本直子さん（ジャズピアノ）＆ヴィオリンなど調整中 

 ※５月の演奏者の再演 

  １０月にニューアルバムをリリース。 

 

〇２月２１日（火） 

 関本愛さん（メゾソプラノ）＆伏見姿さん（ピアノ） 

 ※８月の演奏者の再演 

 

  〇３月１６日（木） 

   吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）＆福村麻矢さん（ピアノ） 
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   ※１１月の演奏者の再演 

 

７．講師について ※別添スケジュール参照、残りは１月のみ未定です。 

  〇１１月１７日（木） 

杜の劇団による、ものわすれにまつわる寸劇。「ある夫婦の会話より」 

※脚本＆演出は中山の「つかだ整骨院」塚田満さんです！ 

※１０月１８日（火）「向陽台劇団」へ見学に行っています。認知症の方を介護した経験の

ある方や専門職、住民が編成している本格派寸劇の劇団です。 

※１１月１２日（土）「台原地域包括支援センター」が実践している寸劇を演出家・塚田さ

んと見学へ行ってきます。 

 

〇１２月２０日（火） 

 石附敬先生（東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 講師） 

 ※在宅における家族の介護負担の軽減などの講話予定。 

 

〇２月２１日（火） 

 矢吹知之先生（認知症介護研究・研修仙台センター／主任研修研究員） 

 

〇３月１６日（木） 

杜の劇団による、ものわすれにまつわる寸劇の第２弾。「カラオケ編」 

 

８．喫茶担当（ボラ・ネット杜の丘：今野さん） 

  ・麦茶は次回から終了してよろしいか？続けましょうか？ 

  ⇒暑い気候ではなかったのに、なぜか麦茶が多く出た。気温ではないのか？まだよく分から

ないので、来月も継続して麦茶は準備しておいた方がいいかな？（今野さん） 

  ・来客数が多かったこともあり、注文を途中で変更する人も何回かあったので、少し慌ただ

しかった。 

  ・帰宅前のトイレの混雑もみられた。 

 

９．テーブル担当（包括：阿部係長） 

  ・リベラ荘のご家族の方が隣家の人を誘って参加。その方は高齢で足が少し不自由であった

ため、支えられながら歩いていた。リベラ荘のご家族の方が隣家の方まで誘って参加する

ようにまでなってきた。 

  ・初参加の近隣の方。「こんなにたくさんの人が来ているなんて知らなかった。もっと早く来

てみたかった。これからは参加したい」と。 

  ・宮城支所管轄で認知症カフェがない。住民によると、いい開催場所がないらしい。 

  ・近隣の夫婦での初参加（先ほどの運転が危ないと話題に出た方）。楽しんでいた。運転して

いた夫の方は自分の世界に入っている感じ。突然話始めることもあった。 

（二科さん） 

⇒テーブルの中では「運転どうですか？」とは聞けないし、本人からも出てこない。運動施

設に通っているそうなので（そこのチラシを見て来た）、そちらの相談員へ確認することが

できるかも。（阿部） 

  ・情報コーナーの展示を見て、「自分は認知症なのではないか」と不安に感じ、病院で検査を

受けた。結果は認知症ではなくてほっとした。甲状腺の病気であった。「ここ（認知症カフ

ェ）があって良かった。情報コーナーからたくさんのパンフレットをもらって来た。」との

男性がいた。（包括把握） 

  ・回覧板を見て初参加。夫が怒りやすく、もの忘れもあるとハッとするが、指摘するが、受

け入れてくれるか…。 

  ・３人の介護者のグループ。「このカフェに来て、リフレッシュするけど、家に帰ると（介護

する相手の）顔も見たくない」とお互いに話をしていた。 

  ・近隣の義母親を介護している男性。主には娘である妻が介護をしているが、もの忘れへの

対応方法を知りたくて来てみた。「家族のきもち」を持ち帰っていた。 

  ・市外より初参加。大学病院より認知症カフェの情報を入手。母親が若年性認知症らしい若
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い女性介護者。母が受診に行きたがらず、夫である父親は気にしていない様子。もう一人、

二女である自分の妹がいるが、そちらにも相談した方がいいのか？ 

  ⇒相談へ。住まい近くの相談機関と若年性認知症に関する情報提供をした。（包括：齋藤） 

・いわゆる催眠商法の会に参加して質問をいろいろとしていたら、「帰って下さい」と追い出

されてしまった。被害には遭わなかった。 

  ・「訪問販売が来ると『夫に相談するので…』と曖昧な返答をしていると何度も何度もやって

来る。マンションであったので、管理組合に相談した」という例。 

  ・「訪問販売は『断りなさい』と言われるが、つい『ご苦労様です』と言ってしまう。相手が

男性だとなかなか断りにくい。」という女性の意見。 

 

１０．その他 

  ・１月の講話がまだ決まっていないのなら、今回の吉成小学校へ認知症サポーター養成研修

を行った結果を、今度は子どもの方から発表という形式でできないか？と校長先生に相談

してみる。（阿部） 

  ⇒その返事を待って１月の講師調整をすることとした。 

 

○次回の評価会議日時 

   ・１１月２１日（月） １６:００ ～  せんだんの杜にて 

 

 【配布資料】 

  〇第１４回 アンケート集計結果 

○平成２８年度「午後の音楽 café」年間スケジュール（最新版） 

  ○次回１１月のチラシ（カラー版） 

  ○第１３回（９月１５日）ホームページ 
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午後の音楽 café（１１月１７日開催）アンケート集計 
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午後の音楽 café（１１月１７日開催）評価会議 
 

日 時：平成２８年１１月２１日（月）１６:００～ 

参加者：熊谷会長、渡辺さん、今野さん、二科さん 

水澤、阿部、北川（記録） 

 

１．カフェ参加者全体数：１００名 ※１～７までを北川報告 

○一般来客６４名 

〇見学者１１名（東松島市３名、東松島市社会福祉協議会（包括）３名、 

吉成市民センター１名、中山市民センター１名、杜職員３名） 

〇リベラ荘の方１名 

○地域スタッフの方８名 

（吉成学区社会福祉協議会：１名、ボラ・ネット杜の丘：７名） 

○職員１５名（杜：９名、包括５名、丘：１名） 

〇東北福祉大学実学実習１名 

 

２．飲み物：１４１杯 

 ○初回オーダー（７１杯） 

   ・コーヒー：４４杯、緑茶：８杯、ほうじ茶：１８杯、麦茶：１杯 

  ○おかわりオーダー（７０杯） 

   ・コーヒー：３６杯、緑茶：１６杯、ほうじ茶１７杯、麦茶：１杯 

 

３．お菓子：７５個販売（７５個発注） 

  ○終了時点で２０個ほど残っていたが、最後に東松島市・社協の方々が購入してくれた。 

 

４．駐車場誘導係・玄関案内 

○外担当（木村、藤本、松橋） 

・満車となったが、不足は生じなかった。 

・年齢の若い方などが予め桜並木下の駐車場に停めて下さっているおかげ。 

・一番乗りでいらした女性２人乗りの車の駐車の際に何度も切り返しをして、途中、急発進

するような場面がありヒヤリとした。（猪俣の担当） 

 

○玄関対応（吉田、実習生１名、他の職員が交代で対応） 

・１３時から１３時１０分頃がピークとなり、いつもより出足が早い印象であった。 

・初めていらした方が多く、参加者数も多い見込みであった。 

・５日前に中山市民センターでヴィオラの吉田さんが演奏していたという経緯もあり、そこ

からの流れで初めて参加された方もいた。 

・帰り際に寸劇の感想をおっしゃる方も多く、とても楽しむことができて好評であったとの

こと。既に再演を期待する声も多かった。 

 

５．アンケート結果 ※別紙参照 

・アンケート回収は２７枚。回収率４０.３％ 

・寸劇の後に「アンケートへの記入」を呼び掛けたこともあり回収率が高かった。 

・初めてのヴィオラ演奏に対して「感動でしびれた」「震えて（字が）書けない」などとの感

想が寄せられている。 

・一方で「一緒に歌う」曲がなかったこともあり、「年齢に合った曲を」「すばらしかったが、

曲が高尚すぎて…」などという意見も寄せられた。 

⇒演奏者からも「３月の演奏はもっと身近な曲や一緒に歌うような曲も入れた方が良さそう」

との意見が上がっていた。 

 

６．今後の演奏について ※別添スケジュール参照 

  〇１２月２０日（火） 

都築紘子さん（ソプラノ）＆山形祐輔さん（ピアノ） 
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〇１月１９日（木） 

 山本直子さん（ジャズピアノ）＆ヴィオリンなど調整中 

 ※５月の演奏者の再演 

 

〇２月２１日（火） 

 関本愛さん（メゾソプラノ）＆伏見姿さん（ピアノ） 

 ※８月の演奏者の再演 

 

〇３月１６日（木） 

   吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）＆福村麻矢さん（ピアノ） 

   ※１１月の演奏者の再演 

 

７．講師について ※別添スケジュール参照。今年度のスケジュールが全て決定。 

  〇１２月２０日（火） 

 石附敬先生（東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 講師） 

 ※在宅における家族の介護負担の軽減などの講話予定。 

 

〇１月１９日（木） 

 蘇武徳典さん（認知症の人と家族の会 宮城県支部代表） 

 ※家族介護の立場や思いなどを講話予定。 

 

〇２月２１日（火） 

 矢吹知之先生（認知症介護研究・研修仙台センター／主任研修研究員） 

 

〇３月１６日（木） 

ものわすれの寸劇「ゆめもり座」による第２弾。「認知症への理解～カラオケ編」 

 

８．喫茶担当（ボラ・ネット杜の丘：今野さん） 

  ・今までコーヒー豆を１回分として８００g（４００g入り×２袋）を直前に挽いて準備して

いたが、寒くなってきたこともあり不足の状況となってしまった。リベラより２袋いただ

いた。次回より２００g追加し、１㎏準備することとした。 

  ・参加者の人数も多いと１テーブルにつき５～８人掛けなり、結構キツキツとなる。席幅も

狭く、もう少し広くした方がいいかも。 

  ⇒今回は寸劇用にステージを広めに確保するため座席を全体的に後方へ配置した。寸劇仕様

のため、次回からは通常の幅へ戻ります。（北川） 

 

９．テーブル担当（包括：阿部） 

  ・東松島市の職員と市社協包括の人、合計６名見学へ。最後の振返り場面まで参加していき、

「今後、認知症カフェを開催予定のため参考にしたい」との感想であった。塚田先生と意

気投合しており、振返り後にも話をしていた。「今まで寸劇を取り入れてきたが、杜の寸劇

の切り口が斬新であった。見た後に心に余韻が残るいい作品。こんな寸劇見たことがなか

った」と大絶賛していた。 

  ・うつの人や介護をしていて大変な人たちが増えている印象。 

  ・今日、たまたま午前中に国見ケ丘地域包括支援センターの「ものわすれ相談会」を開催し

ていたのだが、ドクターより介護者へ「心にあることを人に言う、愚痴をこぼすことが大

事」と伝えていた。でも、これは介護の経験がある人でないと分かりにくい。 

・共感してもらうことが大事であり、そのことによって肩の荷が下りることもあり。でも、

結局は「家に戻ると、ああ、やっぱりいた…（本人が）」とがっかりすることの繰り返し。

（二科さん） 

・しっかりと話を聞くとなると認知症カフェとはまた別かも。カフェとしては「話を聞いて

ほしい」「話がしたい」と心に秘めている人を“気に掛ける”ことが大事。若いスタッフも

多いので、気遣いができるかどうかが重要。（渡辺さん） 

・寸劇はどうやら流行っているようだ。宮城支部でも１月の研修会で寸劇を鑑賞する予定に
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なっている。内容は高齢者の運転やパーキンソン病など様々。（熊谷会長） 

・岩切包括でも朗読劇をやっているという情報を聞いている（渡辺さん） 

 

１０．その他 

  ○１２月のカフェの際にリベラ荘１階ロビーにおいて「仙台フィンランド健康福祉センター」

による福祉機器等の出張展示会を同時開催します。カフェのチラシと一緒に広報していま

す。 

 

  ○「日社済助成金 支援ツール」について説明。その上で、冊子として作成中の下案を見て

いただく。 

  ・こんなものを待っていた。いいものを作ってくれた。内容が難しくなく、誰にでも分かり

やすいもの。かみ砕いていてとてもいい。事業者 or 住民という区分も難しいが、ある程度

の表現上の難しさがあるのは仕方がないのでは？一番いいのは１ページ目の見開き「認知

症カフェができることにより、人と人、地域のつながりも広まっていきます」という表現

がカフェの全てを語っている。これを A４のチラシにして、広報していけばいいわよ！ 

（渡辺さん） 

  ・分かりやすくていいね。でも、これを作って結局は我々住民へ押し付けようって目論見が

あるんじゃないの？（冗談としての意見でしたが・・・） 

  ⇒認知症カフェには必ず専門職が必要不可欠のため違いますと回答（北川） 

・私の周りにも（町内会長や社協などの仲間）認知症カフェをやってみたいという声は多い。

本当によく聞く。自分のところでやっているから聞かれるということもあるし、自分も思

いっきり宣伝しているからかな？でも、会場が見つからないため出来ないという声も多い。

やろうとしている人にとってはいいよね。（熊谷会長） 

・仙台市として「認知症ケアパス」というものを作り、認知症になった人が困らないように

道しるべを示したが、実際には『認知症』という表現がはっきりと出ているため、まだ少

し迷っている段階や『認知症ではないと思う』という人にとっては手に取るには至らない

現状も出てきているようだ。歳を取れば誰でもいつかは『認知症』の所以にぶつかること

は分かっていても、実際には踏み込むまでにはなかなか勇気のいること。（阿部） 

・他の認知症カフェは「堅い」という感想が多い。介護を題材としているため「介護食（流

動食）」や「オムツ交換」などを講話のテーマとしてしまっているので、なかなか一般の人

には参加しにくいらしい。介護者しか参加できなくなっている。ここのカフェみたいに、

当日に終了後に反省会を開き、今日のように後日改めてもう一度徴収されて（冗談として）

振返りをするようなところなど他に聞かないから、すごいんだねここは！こんなに地域と

仲良くやっている所はないと思うよ。（熊谷会長） 

・このカフェは何といってもコーディネーターがいるから。こんな立場の人、他にはどこに

もいないから。貴重よ！（渡辺さん） 

 

  〇次回は１２月、クリスマスにちなんで飾りつけをボラ・ネットで考えている。 

   お楽しみに！（渡辺さん） 

  〇年度末も近づくため、次回の振返りの際には平成２９年度の上半期スケジュールも検討す

ることとなった。 

○次回の評価会議日時 

   ・１２月２２日（木） １４:００～  せんだんの杜にて 

 

 【配布資料】 

  〇第１５回 アンケート集計結果 

○平成２８年度「午後の音楽 café」年間スケジュール（最新版） 

  ○次回１２月のチラシ（カラー版） 

  ○仙台フィンランド健康福祉センター出張展示会チラシ 

  ○第１４回（１０月１８日）ホームページ 

  ○日社済助成金 支援ツール（案） 
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午後の音楽 café（１２月２０日開催）アンケート集計 
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午後の音楽 café（１２月２０日開催）評価会議 
 

日 時：平成２８年１２月２２日（木）１５:００～ 

参加者：熊谷会長、渡辺さん、今野さん、二科さん 

鈴木、阿部、猪俣、北川（記録） 

 

１．カフェ参加者全体数：９５名 ※１～７までを北川報告 

◎一般来客５５名 

◎見学者７名（吉成市民センター１名、南吉成民生委員１名、FWBC など４名 

       エバーグリーンキタヤマ１名 ※土曜の音楽カフェスタッフ） 

◎リベラ荘の方１名 

◎地域スタッフの方１１名 

（吉成学区社会福祉協議会：４名、ボラ・ネット杜の丘：７名） 

◎職員１４名（杜：８名、包括５名、丘：１名） 

◎実習生７名（東北福祉大学実学実習５名、明成高校介護実習２名） 

 

２．飲み物：１２９杯 

◎初回オーダー（６８杯） 

   ・コーヒー：５６杯、緑茶：６杯、ほうじ茶：３杯、麦茶：３杯 

  ◎おかわりオーダー（６１杯） 

   ・コーヒー：２８杯、緑茶：１０杯、ほうじ茶２１杯、麦茶：２杯 

 

３．お菓子：７５個販売（７５個発注） 

  ◎終了時点で３０個残っていたが、終了後にボラ・ネットの皆さん１２個購入していただき、

杜の職員にて１８個購入した。最終的にはスタッフで購入する形となっており、残個数も

少なくないため、仕入れ数を減らしてみることに。 

  ⇒次回１月は工房しらかばよりクッキーのみ６５個発注と少し個数を減らしている。 

 

４．駐車場誘導係・玄関案内 

◎外担当（松本、木村、実習生２名） 

・早い段階で満車となり、球場横まで誘導したがそちらも満車、かろうじて職員用などを調

整した。 

・気候は暖かかったが、冬場になり、今まで徒歩で来ていた方たちも車で来たのか。 

・今回は危険を感じる運転はみられなかった。 

・福祉大実学実習生の男性２名が積極的によく動いてくれていた。 

 

◎玄関対応（吉田、実習生３名） 

・１３時１５分頃には半数以上が来場していた。 

・初めていらした方も多く、説明しながらの対応に時間を要す場面も多かった。 

・入口に福祉用具等の出張展示会があったので、多くの参加者が足を止めて見学されていた。

女性はかなりの割合でユニバーサルウエアの関心を示し、ユニバーサルウエアそのものと

いうより着物生地やリバティ生地などの素材が上質であったことに「よくできている」「デ

ザインがいい」などと感想を述べていた方が多かった。 

・男性の参加者はクッションや防犯ロック、レクリハなどの関心を示し、実際に体験されて

いた。女性と男性で好みが分かれていた。 

 

５．アンケート結果 ※別紙参照 

・アンケート回収は３４枚。回収率５２.３％。回収率は高かった。 

・初めての方が積極的にアンケートに協力してくれている。 

・カフェの内容だけでなく、「時間」や「過ごし」、「交流」、「リフレッシュ」、「癒し」「スタ

ッフの心遣い（おもてなし）」などのキーワードが多くなってきている。 

・他の地域から見れば、ここの場所が「良い場所があっていいですネ。自分たちの地域には

会場がないのが課題ですから」という感想も出てきた。 
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⇒福祉施設では認知症カフェの集客は難しいと一般的に言われているが、「午後の音楽 café」

は集客が常に多いため、周りからは「場所がいいから集まりやすい」「東北福祉会さんだか

らできるのよね…」という意見もある。けれども、つくり上げている我々スタッフからす

ると、「絶対にそんなことはない！中身がいいから人が来ているのだ！という自信がある。」

とのスタッフの意見であった。 

 

・区内より認知症カフェを始めたばかりのボランティアの方が「午後の音楽 café」へ偵察に

来たという理由で参加した。 

⇒担当包括が認知症カフェを開催するにあたり、認知症サポーター養成講座を開催し、その

修了生をカフェのボランティアスタッフとして加えている。けれどもカフェ自体がこれか

ら運営方法などをいろいろと工夫していく段階のよう。（渡辺さん情報） 

 

・近隣の有料老人ホームより居場所を探して吉成市民センターで情報を入手され、このカフ

ェへたどり着いた方もいた。徒歩で２０分かけていらしたとのこと。 

 

・初めて参加された男性の方より、当日のカフェ終了後１７:００に杜へ電話を下さり、下記

の気付いた点について感想を寄せて下さった。 

①せっかく出張展示会というものを開催していたのだから、フリートークの間に紹介する

べきであった。そうすればお客さんが見に行けたのに。 

②せんだんの杜の職員がたくさんいたのだから、最初に自己紹介をするべきであった。 

③ボランティアの方も大勢協力してくれていたのだから、会の最後にお礼の言葉があって

もよかったのではないか。労うべきであった。 

④テーブル毎にたくさんの会話があったと思うが、その中の一番良かった意見を最後に発

表した方が良かった。 

⑤クッキーにだけ１００円をとっていたが、会そのものに参加費として１００円～２００

円程度はとってもいいのでは？参加者もその位は出すと思う。 

※「自分自身も認知症気味であり、外に出歩いて様々な会に参加したことがあるから気が付

いた点を述べさせてもらった。文句を言っているのではなく会自体はとても素晴らしいも

のであったので、次回も参加したいと思っている。気付いた点を伝えたかった」との内容

であった。 

 

６．今後の演奏について ※スケジュールに変更ありませんので表の添付なし 

  ◎１月１９日（木） 

 山本直子さん（ジャズピアノ）＆黒瀧英一郎さん（バイオリン） 

 ※５月の演奏者の再演。山本さんは「午後の音楽 café」への出演がきっかけとなり、地元

にて４月２日に認知症カフェを主催することとなっている。（別添資料参照） 

 

◎２月２１日（火） 

 関本愛さん（メゾソプラノ）＆伏見姿さん（ピアノ） 

 ※８月の演奏者の再演 

 

◎３月１６日（木） 

   吉田和久さん（ヴィオラ＆ヴィオリン）＆福村麻矢さん（ピアノ） 

   ※１１月の演奏者の再演 

 

７．講師について ※同上 

  ◎１月１９日（木） 

 蘇武徳典さん（認知症の人と家族の会 宮城県支部代表） 

 ※家族介護の立場や思いなどを相談内容の事例をもとに講話予定。 

 

◎２月２１日（火） 

 矢吹知之先生（認知症介護研究・研修仙台センター／主任研修研究員） 
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◎３月１６日（木） 

ものわすれの寸劇「ゆめもり座」による第２弾。「認知症への理解～カラオケ編」 

※出演者が数名決まる。桜ヶ丘在住の介護者の女性、国見ケ丘在住の女性、もう１名候補

者がいます。 

・女性２名は１２月のカフェへ来て下さり、雰囲気を見て参加＆出演を決意してくれた。 

・桜ヶ丘の方は認知症の母親の介護者経験者。カフェの取り組みに興味が高かったことと、

塚田先生のお知り合いという関わり。終了後に「私でよければ協力させてほしい。仕事

を辞めて時間ができたので、今から自分のために何かをやりたいと思っていたのでいい

タイミングで声を掛けてもらった」とのお話を伺った。 

・国見ケ丘の方は MOMOcafé のスタッフだった。MOMOcafé が終了し、家にいるようになっ

て「何か自分にできるものはないか？と模索している時に声を掛けてもらった。演劇な

んてたいそうな役割はできないかもしれないが、微力ながらできることを協力させても

らいたい。カフェの噂は聞いていたが、こんなに盛大なものだとは思ってもいなかった。

地域のためにもお手伝いさせてほしい」とのお話でした。 

 

８．喫茶担当（ボラ・ネット杜の丘：今野さん） 

  ・ここ何回かコーヒー豆が不足したので今回より増量した。４００ｇ×３袋。少し余る程度

であるが、今後もこの分量でいく。コーヒーの注文の方が多いので。 

  ・注文が最初とフリートークに集中するとコーヒーの出来上がりが足りなくなる。ポット２

個では時間が掛かかり、お待たせすることも出てくる。 

  ⇒保温だけができるサーバーがあるため、次回よりプラスして準備しておくことに。 

 

９．テーブル担当（包括：阿部） 

  ・１番テーブルは「常連の滝」と名付けた。常連が多いテーブルなので。（二科さん） 

  ・「このカフェが自分にとっての励みとなっている。だから毎回来ている」という感想。 

  ・２回目の参加の人から「自分に親の介護経験があったから、子どもは遠くにやった。離れ

ていれば親の介護をしなくていいから」という意見があった。一方で「子どもが遠くに住

んでいるから何かあった時に面倒を見てもらえない」という不安を感じている人もいた。 

  ・先生の講話で「介護する人は一人よりも二人、三人…の方が心強い」という話であったが、

実際の介護者からすると「どこにそんな人がいるのかしら？」という率直な声も聞かれて

いた。 

  ・定年退職後の夫との２人での生活に耐えられないという妻が参加。円形脱毛症になるほど

ストレスが高くなっている。妻はこのカフェが唯一のリフレッシュの場となっているが、

１日中テレビと友だちの夫にも外に出て欲しいと願っているが、誘っても出てこないのが

悩み。 

・先ほどの近隣の有料老人ホームから参加した男性、２番テーブルで同じく近隣の男性と仲

良く会話していた。市外から転入してきており知人もいない。家にこもらないように外へ

でるきっかけを探している。気に掛けて話をしていたが、最後の歌で大きな声で歌ってお

られ、「ストレス発散できた！」と喜んでいた。 

・テーブル担当の振り返りで「男性の誘い方や男性が参加しやすい内容はないか？」と意見

を募ったが、「酒があればね…。そうでなければなかなか来ないよ。男はプライドが高いか

らね」と津田会長より出たのみ。なかなか難しいか…。 

⇒全国にはナイトカフェ的なものをやっているところもある。本場オランダでも夜、夕食後

１９時３０分から始めるのがスタンダードであり、仕事終わりの人も参加できるようにな

っており、お酒も有料で提供している。現時点では近隣には夜やっているカフェはないよ

うなので、参加者の新しい層を見込んで来年度あたりに検討することもありか？（北川） 

・「絶対にやるべき！まだ何処でもやっていないんでしょ。やるべきよ」（渡辺さん） 

・「だったら夏がいいね。外でやってもいい。お酒も飲めるなら男性も来るよ」（二科さん） 

・「夜に外では足元も危ないから、少し早めの時間の方がいいかも。夏なら１９時までは明る

いだろうから。雨が降ったらここでやればいいしね。音楽はジャズがいいね」（熊谷会長） 

・「お料理は手を込まなくてもいい。仕出しなどでもありかな。以前は杜でも出張居酒屋やっ

ていたものね。そんな感じでいいんじゃない？」（今野さん） 

・「近隣の高齢者施設ではセブンイレブンが出張販売に来ている。そのような方法もあるかも」
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（阿部） 

  ⇒具体的にナイトカフェの実現が可能かどうか、検討を進めていくことになった。 

 

１０．その他 

  ◎今回はクリスマスの雰囲気ということで、渡辺さんが松ぼっくりのテーブルツリーを１１

個作ってきて下さいました。各テーブルに１個ずつ飾り、最後にはお客さまにプレゼント

することができました。ありがとうございました。 

  ◎平成２９年度・上半期スケジュールについて ※検討の結果下記に決定した 

   ・平成２９年４月１８日（火） 

         ５月１８日（木） 

         ６月２０日（火） 

         ７月２０日（木）⇒季節的にナイトカフェ開催はここしかない！と。 

         ８月２２日（火） 

         ９月２１日（木） 

  ◎今後の講話＆演奏について 

   ・落語や本の朗読、吉成小学校の生徒さんによる「おみょうにち」など 

   ・話をするだけでなく、参加型のものも入れたらいい。例えば先日展示していたユニバー

サルウェアを実際に参加者に来てもらってファッションショーをやってみるとか。 

（渡辺さん） 

   ・演奏は近くににチェリストの女性がいる。紹介できるよ。（二科さん） 

   ・２月の社協の催しで「おだずもっこ」に上演してもらうことになった。そこで良ければ

カフェに声を掛けてもいいかも。（熊谷さん） 

   ⇒見学させてほしい。良ければ声を掛けさせてもらいたい。（北川） 

   ⇒「２月２５日（土）１０時から吉成市民センターにて。大歓迎です！」（熊谷会長） 

 

◎国見ケ丘地域包括支援センターの新住所について 

 ・次回のプログラムの住所を変更する。 

 ・カフェの際に阿部が「包括はあそこになりました」と包括の場所を指さしてお客さんに

説明したが、帰り際に「包括は元のあそこ戻ったのね」と旧ボランティアセンターの場

所を示していた方が２名いた。 

 ・次回に改めて説明をすることに。 

 

◎次回の評価会議日時 

   ・平成２９年１月２３日（月）  １４:００ ～  せんだんの杜にて 

 

【配布資料】 

  ◎第１６回 アンケート集計結果 

◎次回１月のチラシ（カラー版） 

  ◎山本直子さんの栗原・認知症カフェのお知らせ 

  ◎第１５回（１１月１７日）ホームページ 

  ◎平成２９年カレンダー（平成２９年度の予定決めのため使用） 

  


